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私は、すぐにあなたのところへ行きたいと思いながら、この手紙を書いています。私が

遅れた場合に、神の家でどう振る舞うべきかを知ってもらうためです。神の家とは、真理

の柱であり土台である生ける神の教会です。まぎれもなく偉大なのは、敬虔の秘義です。

すなわち、キリストは肉において現れ  霊において義とされ 

    天使たちに見られ      諸民族の間で宣べ伝えられ 

世界中で信じられ      栄光のうちに上げられた。（Ⅰテモテ 3:14 ～ 16）   

 

著者は、テモテのところにすぐに行きたいと思いながら、この手紙は、遅れた場合、神

の家でどのように振る舞うべきかを知ってもらうために書いていると言っている。パウロ

を名乗る著者も、テモテとする宛先も、名前を借りている書簡であるから、書かれている

ことの事実関係は分からない。著者は、「神の家とは、真理の柱であり土台である生ける

神の教会です。まぎれもなく偉大なのは、敬虔の秘義です」と、二点について述べたいと

思っている。一つは「神の家とは、真理の柱であり土台である生ける神の教会」である。

主イエスが、「私も言っておく。あなたはペトロ。私はこの岩の上に私の教会を建てよう。

陰府の門もこれに打ち勝つことはない（マタイ 16:18 ）」 と言われ、パウロが、「あなた

がたは神の神殿であり、神の霊が自分の内に住んでいることを知らないのですか。神の神

殿を壊す者がいれば、神はその人を滅ぼされます。神の神殿は聖なるものだからです。あ

なたがたはその神殿なのです（Ⅰコリント 3:16 ～ 17 ）」 と書いているように、キリストが

土台で、キリストの霊が宿る生ける神の神殿が教会であり、この教会に対する揺るぎない

確信を持つことである。もう一つは、「まぎれもなく偉大なのは、敬虔の秘義」である。

これが、著者が最も訴えたい、宣教の核心で、Ⅰテモテの基本的神学と言えよう。言葉数

の少ない簡素な文なので、補うと下記のように解釈できる。「キリストは肉において現れ」

は、ヨハネ福音書 1 章 14節の「言は肉となって、私たちの間に宿った。私たちはその栄光

を見た。それは父の独り子としての栄光であって、恵みと真理とに満ちていた」を意味し、

キリストは人となり、この世で生きている人間と具体的に関わり、恵みと真理の栄光によ

って人間を救ってくださった。「霊において義とされ」は、ローマ書 3 章 4 節 b の 「『 あ

なたは、言葉を述べるとき、正しいとされ / 裁きを受けるとき、勝利を得られる』と書い

てあるとおりです」を意味し、人間は罪ある者であるが、キリストは霊によって私たちを

義なる者とし、裁きの日には勝利をくださる。「天使たちに見られ」は、Ⅰペトロ 1 章 12

節ｂの「それらのことは、天から遣わされた聖霊に導かれてあなたがたに福音を告げ知ら

せた人たちが、今、あなたがたに告げ知らせており、天使たちも、うかがい見たいと願っ

ていることなのです」を意味し、偉大な福音の真理を天使たちも見た。「異邦人の間で宣

べ伝えられ / 世界中で信じられ」は、ローマ書16章 26節の「その秘義は、すべての異邦人

を信仰による従順へと導くようにとの神の命令に従い、今や預言者たちの書物を通して明

らかにされ、知らされています」を意味し、福音は神の命令と預言者たちの書物によって、

異邦人を信仰に導き、今や全世界に広まった。「栄光のうちに上げられた」は、マルコ16

章に加筆された「結び一」の19節「主イエスは、弟子たちに話した後、天に上げられ、神

の右に座られた」を意味し、復活した主イエスは天に昇り、神の右の座に着く栄光を現し

ている。著者は、このような確かな福音から発する勧めの言葉に従うように諭している。 


